に 没 せんとす る 日が 落ちて、 頰冠 りした 手拭の 破れ か 

こがらし さかだ 

ら 出た 一 束の 白髪が M に 逆立って 見える。 再び ョボ 

ま つ し ぐら 

ョボと 歩き 出す と、 ひとしきりの 風が 驀地に 道の 砂 

を 捲いて 老翁 を 包んだ 時 余 は 深き 深き 空 想 を 呼 起こし 

た。 しかして この 哀れなる 垂死の 人の 生涯 を 夢み た 時、 

あたかも この 人の 今の 境遇が 余の 未来 を 現わして いて、 

余 自身が この 翁の 前身で あるよう な 感じが した。 

彼 は 必ず 希望 を 抱いて 生れ、 希望の 力に よって 生き 

て 来たであろう。 否 今 もな おこの M に 吹き 散る 雲の 影 

のよう な なんらかの 希望の 影 を 追うて いるで は ある ま 

いか。 そして この 果敢ない 影 を 捕えん として は 幾度 か 



(明治 三十 四 年 十二月) 
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